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第２次稲敷市総合計画審議会（第６回） 議事録 

日時：平成２８年２月１４日（火）午後３時～午後４時 

場所：市庁舎 ４階 議会全員協議会室 

委員：横須賀徹会長、高野貴世志副会長、篠田純一委

員、竹神祐輔委員、若松宏幸委員、伊藤均委員、姥貝守

委員、野村由紀子委員、青木啓泰委員、田丸治委員、篠

原秀男委員、黒田伸治委員、村塚好一委員、高須行雄委

員、諸岡明美委員、高木正志委員、墳崎崇史委員、髙須

晃次郎委員、沼﨑夕子委員、田村千鶴委員、清野敏秀委

員（欠席：木内義延委員、小幡保委員） 

田口市長、内田副市長 

事務局：政策調整部長、政策企画課３名 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：３名 

■議事 

（１）第２次稲敷市総合計画（案）について 

パブリックコメント等の対応方針について 

（２）第２次稲敷市総合計画の答申内容について 

（３）その他 

■答申 

■市長あいさつ

■配布資料 

・第２次稲敷市総合計画審議会 第６回会議次第 

・審議会委員名簿、座席表 

・資 料 １ 第２次稲敷市総合計画（案） 

・資 料 ２ パブリックコメント等の実施結果等とその対応について 

・資 料 ３ 第２次稲敷市総合計画（案）に関する答申かがみ（案） 

１．開会 

事 務 局：本日はお忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。ただいまよ

り第２次稲敷市総合計画審議会第６回審議会を始めさせていただきます。開会にあ

たりまして、横須賀会長よりご挨拶の方をお願い申し上げます。 

２．会長あいさつ 

横須賀会長：どうも皆さんお忙しい中ありがとうございます。今回で第６回ということで、今

日特にまとめに異論が無ければ、市長に答申という形でお返しできると思います。

ここまで皆さんと一緒に来られたことを大変嬉しく思っております。また、他の審
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議会と比べてこの審議会は、若い方に多数参加していただき活発なご意見をいただ

いているので、次の 10 年に向けた計画がそういう形で出来てきたのかなと大変嬉

しく思います。これで終わりということではなく、まさしくこれからの 10 年をし

っかりと見守るようなものにしていかなければいけないと思っています。これから

も色々な形で参加させていただきたいと思っておりますのでよろしくお願いいたし

ます。

３．議事 

 （１）第２次稲敷市総合計画（案）について 

事 務 局：それでは次第に従いまして、議事の方に入らせていただきます。議事の進行につきま

しては横須賀会長にお願いしたいと思います。会長よろしくお願いします。

横須賀会長：それでは本日の議事に入りたいと思います。先ほど申し上げましたように、最後の

審議会になるかと思います。後ほど市長への答申を予定しておりますので、おおよそ

の目安として午後４時位に終了していただければと思っております。よろしくお願い

致します。

 今回、第２次稲敷市総合計画や重点プロジェクトについてご審議をいただいてきま

したが、１月 26 日に開催した市民説明会での内容等について、計画の方に若干影響

している部分があったかと思います。その辺を修正した資料は事務局より送付してい

ると思いますが、事務局から説明をお願いします。

＜資料確認・事務局より修正箇所の説明＞ 

横須賀会長：それでは、修正箇所についての説明があったわけですが、今の説明に対する質問も

しくはご意見等がありましたら。いかがでしょうか。ほぼ議論してきたことだという

ことで、ご了承いただける形だと思います。皆さまのお手元に配られた現在の冊子で

答申に向かうかなと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

委   員：異議なし。

 （２）第２次稲敷市総合計画の答申内容について 

横須賀会長：それでは、ご了解いただいたということで、議題「（２）第２次稲敷市総合計画の

答申内容について」に移ってまいりたいと思います。事務局の方で答申の原案を配っ

ていただけますか。事務局と事前に打ち合わせをさせていただいて、答申書の表書き

を作らせていただきました。その内容を皆さんにご確認いただきたいということで、

それを議題の２つ目にしたいと思います。 

＜事務局より資料配布＞

横須賀会長：それでは、資料は配布し終えたでしょうか。答申の内容について、資料３というこ
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とで皆さんに配布しました。これは市長宛てに、審議会で答申しますという形でござ

いますが、諮問のあった標記の件ということは、第２次稲敷市総合計画の策定でござ

いますけども、本審議会において慎重に審議した結果、案としてまとめましたので答

申いたします、という形でございます。なお、計画の策定及び推進にあたっては、市

民の声をしっかりと汲み取り、下記の付帯意見に十分配慮しながら、「みんなが住み

たい素敵なまち」の実現に向けたまちづくりに努めることを要望いたします、という

ことで総合計画の基本的な目標を実現して下さい、ということを文章にしておりま

す。また、付帯意見が５点、「重点プロジェクト、人口減少対策、市民協働、取組姿

勢、進行管理」という形で、当然、この重点プロジェクトで特出したものは積極的に

推進して下さい、ということ、そして、人口減少対策はやはり大きな問題でございま

すので、これは都市的な開発を含め、子育てや暮らし、まちづくり全般について人口

減少対策に取り組んで欲しいということ、それと、市民と一緒にまちを作っていって

ほしいということ、職員が庁内体制をしっかり作ってこの計画書を確実に活用しなが

ら行政を進めてほしいということ、最後に、進行管理でこれを展開するにあたって、

評価や予算、そして自主計画というものの３つの組み合わせを繰り返しながら、着実

に進行管理をしていって下さいね、ということを述べる形で、付帯意見を今までの議

論を前提に５項目あげました。これらについて、皆さんのご意見があれば伺いたいと

思います。いかがでしょうか。大雑把にまとめているので、それぞれ個別の項目があ

るかとは思うのですが、まあこの人口減少対策だとか市民協働の箇所に含まれてい

る、という見方をしていただければ幸いかなと思います。よろしいでしょうか。

委   員：異議なし。

横須賀会長：それでは、この意見文で市長宛てに答申をしてまいりたいと思います。ご了承いた

だけましたので、以上で私の審議会での仕事は基本的には終わったということで、本

当にご協力いただきましてありがとうございました。それでは、後は答申ということ

で事務局にお返しいたします。

 （３）その他 

事 務 局：ありがとうございました。それでは、議事「（３）その他」で、事務局の方より今後

のスケジュールの説明をさせていただきたいと思います。本日これから休憩を挟みま

して、市長への答申となります。その後、基本構想案につきまして庁内で決定を得ま

して、２月 28 日から始まります市議会の方に提案をする予定でございます。議会の

議決を得ました後、３月末に市民の皆様には回覧において総合計画の概要版をお示し

する予定でおります。審議会委員の皆様には、冊子の形で成果品が出来ましたら、郵

送でお送りをさせていただく予定となっておりますので、よろしくお願いいたしま

す。

 それでは、議事の方は終了いたしましたが、ここで若干休憩を入れさせていただき

まして、市長に答申書を渡すような形で進めさせていただきたいと思いますので、こ

れより 10 分ほど休憩とさせていただきます。15 時 30 分より再開させていただきた
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いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

４．答申 

事 務 局：それでは再開させていただきます。市長にご出席いただきましたので、答申を横須賀

会長から市長にお渡しいただきたいと思います。横須賀会長、市長、前方に用意して

ありますパネルの前にお願いいたします。 

＜横須賀会長より市長へ答申＞

事 務 局：それでは、ここで市長より御礼のご挨拶を申し上げます。市長お願いいたします。 

５．市長あいさつ 

田口市長：皆さん、改めましてこんにちは。ただいま、横須賀会長から答申をいただきました。

これまで皆様方に、大変なご尽力をいただきましたことを感謝申し上げます。本当に

ありがとうございます。第２次稲敷市総合計画は、一昨年の 12 月下旬から、６回に

わたりましてご審議をいただきました。前回の総合計画は合併後初めて策定された総

合計画であり、合併後の旧町村間の調整や行財政の効率化に重点が置かれたのに対し

まして、今回の総合計画は、稲敷市として長期的な視点をもって取り組んで行くべき

ことが盛り込まれる初めての総合計画である認識をしております。そういった状況の

中、答申いただいた総合計画の案では、子育てや教育、福祉、産業振興等をはじめと

する市政のあらゆる分野に行政が全力を挙げて取り組んで行くこと、その中でも、特

に優先的かつ重点的に取り組むべきことが６つの重点プロジェクトとして掲げてあ

り、これらを総合的に進めて行くことで、将来像であります、「みんなが住みたい素

敵なまち」が具現化出来る、そう確信をいたしております。そのため、本答申を早速

正式決定し、市の執行部を始め職員が一丸となって最大限の努力をしてまいりたいと

考えております。しかしながら、本計画に位置付けられた施策の推進は、行政の力だ

けで実現できるものではなく、市民の皆様方のご協力があってはじめて実現できるも

のでございます。また、立派な計画が出来ても、最も重要なことは、それを実行に移

せるか、事業計画として具体化していけるかという点につきると思います。絵に描い
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た餅にならないよう庁内でしっかりと進行管理をしてまいりたいと考えておりますの

で、委員の皆様におかれましても、変わらず、市政に対し積極的にご助言やご意見を

いただければ幸いでございます。今まで以上に市民の皆さんと行政が協働連携し、魅

力あるまちづくりを進めてまいりたいと考えておりますので、なお一層のご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。最後になりますが、委員の皆様方の今後ますます

のご健勝、ご活躍をお祈りいたしましてご挨拶とさせていただきます。これまでご尽

力いただきまして、どうもありがとうございました。

６．閉会 

事 務 局：ありがとうございました。事務局の方からも一言、御礼を申し上げさせていただきた

いと思います。委員の皆様には、一昨年 12 月 18 日の第１回目の審議会から本日ま

で計６回の審議会を開催させていただきまして、議論をいただいたところでございま

す。おかげさまをもちまして、「一人ひとりが主役のまちづくり」を基本理念とし、

将来像「みんなが住みたい素敵なまち」の実現に向けた第２次総合計画をまとめるこ

とが出来ました。今後、職員の叡智を結集しまして、第２次総合計画に基づく施策を

進めてまいりたいと考えております。委員の皆様におかれましても、今後総合計画に

基づくまちづくりがしっかりと推進しているのかなど、それぞれの立場で見守ってい

ただければ幸いでございます。今後におきましても、引き続き市政に参画をいただけ

ますようお願いを申し上げまして、総合計画審議会委員の皆様への御礼とさせていた

だきたいと思います。 

それでは、これをもちまして稲敷市総合計画審議会を閉会させていただきます。ご協

力大変有り難うございました。 

以上


